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年   月   日（   曜日）   時限目 
「制作実習」‐復習問題（18）.doc ≪最終回≫ 

氏名： クラス： 

★3rd音の役割（M3,m3）と変化形（sus2,sus4）～そして Hybridの世界へ 
やっぱり 
 古典和声の基本は３度堆積（コードバイサード） 
で、 
 中でも 3rd音はそのコードの性格を決定するメッチャ大事な音。 
だからこそ、 
 その 3rd音を上 sus4（P4th）とか下 sus2（M2nd）にずらすと、sus音は本来の位置 M3rd,m3rdに戻ろうとする。 
中でも、 
 sus音が avoidの場合、その帰結性＝戻りたい願望は最大になる。 

     
よって、 
 susコードの中でも、Ⅴsus4 とⅠsus4は特別重要な扱いになってる。 
ってのが 
 コーダルにおける susコードの本質。 

（ちなみにⅠM7sus4だと 4thに対するトライトーンっつー異常事態になるんで、四和音の基本はあくまでもⅤ7sus4ね） 
 
sus2（rootに対しての M2nd）は avoid ぢゃない為、3rdへの帰結性はそんなに強くないけど、それでもやっぱり、sus2
は 3rdに戻りたがる。 
 

 
 
そして、 sus2 コードは５度上＝４度下の sus4 コードと構成音が同じ！ 
 sus4 コードは４度上＝５度下の sus2 コードと構成音が同じ！ 
ってことが重要。 
 

 
と、 
ここまでがコーダルな話し。で、 
 sus コードってことは、3rd が無いってこと。ってことは、それを平行移動させれば omit3rd（無表情）っつーひとつの音
色を動かすってことになる。ってことは、平行ハーモニー、音色の平行移動、これ、すなわちサンプリングミュージックだ。 
 

 
で、これって、 
なんかに似てないか？ 

4th Interval Build Voicingでの Melody Harmonize＝Sectional Writingね。それの平行版＝音色移動版。 
◎４度堆積を M2ndで挟むとアンビエントな世界へ、m2ndで挟むとサスペンスな世界へ行ける。 
◎５度堆積を M2ndで挟むとチルアウトな世界へ、m2nd で挟むとドクロな世界へ行ける。 

Diatonic Chordにおいて sus音が avoid にな
るのは、このⅤsus4 とⅠsus4 の２種類しか無
い！ 
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 これこそ Sus4の拡大←モーダル界への拡張エンジンってことだ。 
 
同じ理屈で Sus2 コードの Root をオクターブ下げて平行移動すると、 
オリエンテリィな響きが・・・・ 

      
 
 
で、 
これら sus コードの並行移動は、全て sus4の拡大って解釈もできるし、さらに応用してけば、 

３度のみの堆積→３度和音（コードバイサード） 
４度のみの堆積→４度和音（コードバイフォース・フォースビルド） 
２度＆７度の堆積→２度和音（コードバイセカンド） 
様々なインターバル→混成和音（ハイブリッド） 

と、 
結局は全部 Hybrid Chordに行き着いちゃう。 

※3rd抜きの堆積が Hybrid Chord って解釈する宗派もある 
 

 
 
 
Hybrid Chordといえば、ふつーには、テンション含みのコードから3rd（ついでに5thも）抜いちゃったやつのこと。Bm7/C

になっても機能は Cのまま、ってとこがポイント。 

 
 

有名なのは、やっぱこれ↓。上にサブドミナントがのっかってってても、やっぱし機能はドミナント。 

 
 

 
 
 

：Hybrid Chordの危うい定義： 
ザックリ言えば、「Hybrid Chord＝３度の無い分数コード」となる。 
U.S.T.の分母 chordの構成音のうち、分子 triadの構成音とは別のものを選んで、それを rootにして、分
子を再構成しちゃったモノ。 
 結果 
ギリギリ機能を保ってた U.S.T.は Hybrid Chordに分解され、機能を失い、抽象的な unitに変身するけど、
雰囲気は維持継続される。 
 
手順としては 
    U.S.T.→ Chord Scale → Hybrid Chord 
と３段階踏むことによって、 
ひとつの U.S.T.から、複数の Hybrid Chordが抽出される。 
重要なのは、そこに至った手順だけみたいなので、結果的にはただの on chord になったりもする。 

 
そしてジミヘンが登場する。 

Cmaj7              Bm7/C 

Dm7/G        G7sus4(9) 
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上記の様に、“Dの代理”とも“Sの代理”とも“Tの代理”とも、如何様にも解釈できるコードが出来上がる。 
重要なのは、ファンクションの解釈によって、使えるスケールが変わってくるってこと。 
 

※『めちゃ不協和→協和』と解釈することにより、とにかくドミナントだと決め付けるのも OK。 
これら解釈の拡大によって、 

 音色： ノイズ（D）→サイン波（T） 
 律動： ジャングルビート（D）→エイトビート（T） 
等々、ドミナントモーションの解釈エントロピーは増幅しつづけるのだ！ 

 
そもそも僕は、 

Mix＝楽曲を圧縮して音色を創る作業 
作曲＝音色を拡張して楽曲を創る作業 

だと思ってる。 
 
よーするに、コードとは音色（に機能を付加したモノ）なのだ。それが、そもそもの原点。 
 
 
 
 
 
〔問１〕音楽を創りなさい。 
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★リハーモナイズ⑬（クリシェ Cliche＝ありきたりの手法）  
さんざんハーモニーを勉強してきて、その最終回は Cliche。。、この皮肉とゆーかアイロニーをかんぢなきゃスタートに
戻れの双六。 
 あるいみ 
 Sec.D も Diminish も Sus コードも何もかも、結局は Cliche＝ありきたりの手法を導く為だったのだ！ 
 
そして、そのありきたりの３手法！！ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
クリシェにおいてベースは３つの選択肢がでてくる 
 ⇒①クリシェを演奏、②ずっとトニックを演奏、③コードのルートを演奏 
 
これが“和音の連結 Chord Progression”の最終形だ！ 
 『最先端のセオリーこそ単純で解りやすい』＝『シンプルなモノこそドコマデモど深い』 
の真理がここにある。 

『自然の摂理～宇宙の統一理論』をめぐる学理の進歩史は、この“ありきたりな手法”に極まる。 
 
 
 
〔問２〕音楽を創りなさい。 
 
 
 
 
 
 

★最後の最後に前口上！  
初回に宣言したのは『コーダルミュージックの推進エンジンはドミナントだ！』ってことだった。 
 

≪第三倍音から第二倍音・第一倍音へ≫＆≪不協和から協和へ≫ 
この二つが合体した超強力な推進ベクトルがドミナントモーションの正体だ！ 

 
のだが。これ以降、音響物理方面からの裏付けは怪しくなってくる、 
 紀元前５世紀のピタゴラス音律～１４３６年デュファイによるドミナントの発見～１７２２年バッハによる平均律の採用（何れも象徴的な位

置付けとして）を経て獲得した“チャーチスケール”と“機能和声”は、時代や地域を越えた音楽語法となり、現在の J-POPにおける核メ
ソッドにもなっているんだけど、その理由は、自然の摂理に近かったとゆーことでしかない。最初から矛盾を内包していたのだ。 
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よーするに、 
 音楽理論とはそれぞれの民族が抱える宗教の仕組みのことであり、西欧音楽に置いては「キリスト教戒律」から「ポ

ピュリズム」へと続く“遍歴を巡る実学的歴史物語”のことなのだ。文法と同じだね。 
 

底なしに例外だらけの“文法”も、高度な合理性に基づいているものだ。無数の人間が磨きをかけ

ることによって贅肉がそぎ落とされ無駄が省かれた、壮大で緻密なシステムなのだ。でもって、その

合理性の中心にイメージ≒記憶がある。イメージというエンジンが、従来の「文法規則」が太刀打ち

できないほど豊かで緻密なことばを支えているってこと。基本的な文法規則をマスターしたら、その

先は、イメージとしての豊かさをそのまま吸収すること。これが最短距離であり合理的な方法なのだ。

（どっかからの流用文~思い出したら追記~） 
よって、 
 

『“ポピュラー”音楽理論を学ぶ』＝『“最もゼニの匂いがする２０世紀宗教”の構造を学ぶ』 
 
そーゆーこと。 
 
 

２０世紀音楽の構図 

 

ポップミュージック 
（完成度が評価と直結する音楽） 

主なスポンサーは 
純真なファン 

 

ストリートミュージック 
（理論を越えて斬新だったりする音楽） 

主なスポンサーは 
喜捨族 

ハイアート 
（理屈まみれの研究室から発信される音楽） 

主なスポンサーは 
官公庁・大企業 

 
※「ハイアート＝シリアスミュージック→教会と宮廷に端を発す」 
※「ストリートミュージック→アンダーグラウンド発」 
 技術の進歩により縦の繋がりから横の繋がりに変わってきた、と解釈する。 
 
 ２１世紀の音楽教はまた別の理論をベースとする。既に機能和声や平均律を超越した音楽スタイルがポップミュージ

ックの主流になりつつもあるし、そもそもコードが進行する（コーダルな）音楽全般は人気を失いつつある。 
 但し、新たなスタイルに確信を持って素早く対応する為には、２０世紀教の構造を学ぶことが必須であり、手っ取り早

い近道でもあるのだ。 
 学習中の理論が「絶対（普遍）では無い＝永遠にポピュラリティを持ち続ける訳は無い」ということを常に意識する為、

歴史上の立ち位置（現在地）を確認することはメチャ重要。それが勉強ってことだ！ 
 
 
 
 
〔問３〕音楽を創りなさい。 
 
 


